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と
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波
別
減
・
太
郎
作

nH
義
的
問
蜘
糊

今
井
端
的

援
島
出
畑
出
則

松

島

出

庁

内
m
悶
…
絞
努

抜
本
丘
一
一
一

山
川
叫
約
機
K
W

指
体
紙
帯
雨
時
依
機

中
村
隅
m
炎

口
日
暮
定
縦
波
滋
後
品
科
会
的
別
委
員
が
校
同
制
品
開

蜘
品
品
川
尚
穏
了
の
た
め
‘

ζ

の
た
び
次
の
方

品
如
水
時
斜
線
々
が
、
拙
倒
防
袋
策
会
議
災
に
委

U
M
務
総
緩
開
閉
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
労
務
務
会
、
選
出

去
か
ザ
労
務
山
山
占
寿
久
考
察
一
-
一
間
い
ニ

潟
村
判
的
淡
淡
太
淡
楽
一
ー
!
十
一
A

一61一川

小
野
良
一
川
村
一
努
中
隊
一
一
、
一
三
九

段
芥
山
川
政
雄
知
議
後
数
点
制

備
明
削
川
崎
冊
一
一
染
谷
栄
板
一
内
一
一
、
人
ハ
〉
ム
ハ

悶
州
阿
波
紋
総
山
桝
常
夫
総
一
一
a
g
a
-

…
!
十
…
九

j
m
久
務

染
谷
英
雄
士
白
一
戸
六
一
一
一
一

野
口
初
抽
出

主
宇
主
た
哨
消
防
関
滋
出

防
隊

E
r
u
H判
線
新
聞
河
台
叩
俊
一
一
、
二
内
入

品
抑
宗
務
載
篠
沢
茂
樹
封
蜘
制
約
九
間
内

税
関
剛
健
今
井
肯
背
後
編
河
口
日
発
ヨ
ハ
一
一
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消
訪
委
員
会
委
員
決
ま
る

会

長

に

渡

辺

太

成

氏

な
れ
相
、
一
月
九
員
会
長
の
友

選
を
行
な
っ
た
総
来
、
会
長
に

渡
辺
火
成
氏
、
ん
長
代
理
に
ほ
偶

山
常
夫
廷
が
幾
ば
れ
ま
し
た
。

治
時
間
委
員
会
は
、
町
消
防
刊
行

欽
ぷ
の
帯
地
要
事
柄
引
に
つ
い
て
対

日
公
の
務
関
に
答
え
、
ま
た
は
、

総
綴
し
、
あ
る
わ
;
は
、
三
消
防
別

融
制
.
開
閥
的
問
的
総
務
‘
体
搾
加
問
お
よ

び
施
設
の
激
務
、
そ
の
総
秘
仏
間

に
関
し
て
討
議
会
に
総
梯
附
す
る

な
ど
消
防
む
十
分
な
る
発
糊
慨
に

掛
川
し
‘
も
っ
て
お
防
行
政
の
m
H

滑
な
沼
崎
銭
安
は
か
る
た
め
殺
凶
寵

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

646 



2 月 2 日 ~19S

久

夜寺
家

出こ
τ、 1包

近作宮
業設
工

事方支合
は
明、、
t明

時
的
援
紋
淡
々
楠
様
化
之
官
智
弘
終

う
久
命
制
離

ι滋
掛
制
緩
淡
T
山
家

は
、
今
秋
完
成
会
開
持
制
憾
に
曲
若
々

と
進
め

ιれ
て
い
ま
す
。

日
こ
の
工
事
は
、
交
盆
品
鵡
即
時
弘
闘
関

心
川
鉄
、
取
一
投
機
は
需
よ
か
事
ず
じ
ま

け
叫
す
が
、
交
差
部
の
う
ち
線
治
朗
剛

山
時
分
(
広
が
る
部
分
)
の
ヱ
事
件
u

m
ほ
ぽ
で
き
あ
が
り
、
こ
れ
か
ら

サ
貌
悲
仙
腕
部
分
の
ヱ
家
に
入
-9ま

一
す
。
と
の
エ
奈
は
ま
ず
お
臥
ゑ
綴

一
綿
打
ち
作
繁
か
ら
は
じ
め
ら
れ

一
ま
す
が
、
と
の
作
冊
減
は
、
刻
家

一
が
漁
っ
て
い
る
関
は
労
設
な
い

こぴあ
我
柑
開
子
駅
南
口
土
地
区
制
同
業

務
事
菜
、
都
市
改
造
事
業
の
立

殺
も
入
。
総
裁
諮
査
役
行
な
い
ま

ず
の
叫
に
、

C
協
力
合
お
鰯
明
い
い

広

た

し

ま

す
ο

…
・
本
品
胤
ぽ
比
伸
川
、
附
刊
の
ゆ
心
筋
批
判

…
織
で
、
災
明
湖
、
何
納
絞
り
補
指
点
と

…
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
よ

一
ゐ
う
な
泌
総
点
が
あ
り
ま
す
。

…

h

父
鴫
地
調
聞
紙
、
防
災
、
駅
前
広

一
場
、
山
街
路
の
狭
陵

一
ま
た
、
密
鉄
に
お
い
て
は
、

一
綴
夜
間
関
十
六
年
三
月
ま
で
に
は

常
時
沼
惜
報
復
々
線
計
減
の
完
成
、
と

一
我
係
子
駅
舎
が
改
造
さ
れ
、
こ

一
れ
に
線
う
都
市
計
同
開
街
路
の
戎

初
体
交
畿
↓
万
一
妨
げ
か
針
悩
剛
容
れ
て

潟
お
れ
ツ
ま
す
。

絞
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

織
機
日
開
時
抑
制
の
浴
織
の
隊
淡
約
閑
却

澗

k

鋭
鈴
広
場
の
紋
後
、
融
制
帥
聞
の

機
教
組
献
摺
・
焚
滋
緩
和
仰
な
も
嗣
悶
り
、

一
蜘
吋
の
や
心
品
市
街
地
と
し
て
、
健

一
会
な
都
市
刷
機
能
を
果
す
た
め
、

一
土
崎
地
区
同
時
整
遜
訟
に
よ

9
、
都

一
議
改
造
事
業
を
計
画
し
ま
し

た
め
、
.
一
月
一
一
日
か
ら
二
月
十

九
日
ま
で
の
十
入
日
開
聞
に
わ
た

っ
て
午
前
日
時
公
十
分
か
ら
午

数
一
一
…
時
ま
で
制
昨
夜
作
業
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
説
打
ち
作
業
に
は
、
富

士
意
工
嗣
棋
の
ガ
ソ

v
v
・エ

y

o
y空
気
皮
線
機
ハ
問
サ
イ
タ

舟
、
開
問
・
豆
腐
力
)
と
チ
ャ
ッ

ク
宅
ハ

Y
マ
i
〈
震
動
式
〉
が

抽
現
制
用
語
れ
、
附
間
十
況
ホ

l
ン制相

変
際
機
・
賓
と
お
帯
。
の
綴
織
〈
〆

y
ブ
カ

1
4炉端此
A
V

て
い
る
と
哲

ぐ
ら
い
の
向
日
k
綴
齢
抑
制
作
そ
う
で

よ
ろ
し
く
♂
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
綴
い
し
ま

す。V
摺
嗣
幾
何
聯
照
閣
総
磁
の
繊
同
崎
山
相

よ
ぴ
隣
同
州
出
一
一
一
十
メ
ー
ト
ル
か

ら
十
五
十
メ

i
ト
ん
の
範
回
開

V
簿
獲
の
・
内
容
机
地
形
、
地
区

田
常
時
構
{
湾
総
且
阜
、
公
共
施
設
も

お
官
官
物
件
爽
査
、
土
出
場
詳
飾

品
構
創
刊
災
査
な
ど

V
鎖
倒
問
級
品
朝
時
間
十
近
年
一
一
月

議
事
務
部
川

電
話
〈
八
ニ
)
↓
一
五
一
番

内
務
二
二
四
番
ま
で
ご
逐
総
同
聞

い
ま
す
の

の

キ仇

ず〉
H

防
止
ム
ビ
ま
す
の
で
、
作
惜
揖

浅
越
制
作
緩
め
絞
誌
の
拙
聞
き
ま
方

ぶ
段
、
制
線
開
献
な
ど
の
衝
で
ご
議

惑
も
忽
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る

と
怒
い
ま
す
。

と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国

鉄
当
局
及
び
鵠
鵠
負
骨
武
者
で
あ
る

総
務
ヱ
量
減
点
科
会
会
社
で
は
残
常

務
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
品
的

措
滞
緩
後
々
線
ル
弘
之
惑
の
総
絞
殺

ど
期
概
制
貯
の
を
い
ん
、
付
近
俊
民
の
抑
悶

控
室
方
的
鯵
カ
会
お
麟
制
い
し
た

い
綾
向
申
し
入
れ
が
来
的
り
ま
し
た

の
マ
お
紛
ら
殺
す
る
主
主
も

に
、
・
叫
ん
変
ご
減
措
暗
部
め
と
と
と
は

存
じ
ま
す
が
、
一
刊
誌
も
竿
く
常 る

胞
か
な

磐
線
復
々
線
ヱ
宮
市
h
g
完

成

主

峰
、
翰
送
力
安
穏
強
し
も
見
ピ

i
ド
ア
タ
プ
を
問
問
る
慈
時
開
あ
い

か
ら
、
ご
遼
祭
主
ど
協
力
を
間
関

わ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
対
か
ら
も

お
願
い
い
た
し
ま
す
の

半
利
根
山
踏
切
通
行
止

は
襲
鵠
賭
窃
の
ど
利
朗
を

関
品
賦
砂
山
終
柚
掛
の
後
々
線
化
お

よ
び
電
磁
融
関
〈
液
中
単
品
乞
止
め
て

お
く
基
地
〉
工
事
と
時
昨
日
行
し

て
、
叫
同
存
の
w
T
一
淘
受
差
総
務
を

出
関
・
止
し
、
す
べ
て
を
政
体
受
義

に
す
べ
く
工
事
も
殺
め
ら
れ
て

お
つ
ま
す
が
、
利
叡
山
路
何
回

ウ
制
時
国
間
参
問
問
〉
も
工
事
の
た
め

に
、
二
月
一
日
か
ら
宝
一
月
一
一
。
十

一
訴
ま
で
交
通
止
め
色
な
り
ま

す。
こ
の
帥
紺
紛
が
交
通
沈
め
に
な

ち
ま
す
と
、
資
山
州
、
柴
幽
明
地
区

の
や
学
生
さ
ん
方
は
、
今
ま
で

遜
っ
て
い
た
通
学
銘
が
変
わ
る

と
と
に
な
ち
ま
す
。

話
地
学
す
る
場
合
は
、
迂
間
関
路

柴
組
問
拙
踏
切
を
湿
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
れ
ツ
ま
す
〈
間
関
衡
を
参

照
〈
だ
さ
い
)
。

朝
怖
か
位
協
路
工
や
り
立
体
交
披
品
工

全
町

斉
ネ
ズ
ミ
駆
除

月
十
七
日
か
ら
十
九
自
ま
で

ネ
ズ
之
に
よ
る
総
生
上
の
総

務
〈
絞
殺
然
の
談
介
)
絞
済
上

の故松山尚
M

(

祭
休
業
、
京
盤
、

lM

m
制
)
同
弘
、
拘
私
た
ち
相
生
活
に
数

々
の
晶
子
を
与
え
生
活
を
苓
し
く

問
地
長
回
し
て
お
わ
J

主
す
。
こ
の
た

め
駒
内
で
は
、
期
間
年
ど
お
れ
ツ
町
内

の
山
部
ネ
ズ
ミ
、
器
削
ネ
ズ
ミ
を
品
開

絞
的
引
に
開
航
路
間
し
、
後
み
よ
い
附

づ
く
号
令
遂
め
る
た
め
、
次
の

と
お
れ
ツ
蜘
判
的
一
斉
ネ
ズ
ミ
W
削
除

念
行
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
な

お
綴
い
い
い
た
し
ま
す
a

wv
災
時
腿
備
制
蹴
間
一
一
月
十
七
un
か

ら
十
九
日
制
ま
で
的
一
一
一
持
制
問

嘗
エ
奨
後
復
柏
崎
将
伐
の
金
栓
帯

な
ら
び
に
全
然
柏
崎

明
正
後
間
市
薬
制
部
家
ネ
ズ
ミ
a

ネ
ズ
ミ
コ

i
y
M
M

野
ネ
ズ

ミ
・
:
:
フ
ラ
ト

1
ん

甲
薬
郊
の
部
情
+
朝
方
法
家
ヰ
ズ

ミ
燃
は
各
社
会
議
札
札
機
河
終
附
間

体
長
か
ら
波
布
、
蹴
対
ネ
ズ
ミ

間
加
は
各
時
開
肱
時
制
組
合
一
長
か
ら
日
間

滞
し
ま
す
。

V
浅
意
事
項
品
抑
留
木
を
急
げ
る

た
め
一
斉
に
受
諾
し
て
い
た

だ
き
ま
す
e

な
お
、
防
相
弘
犯
に
え
さ
安
食

べ
る
と
き
は
耐
m
lヌ
詩
的
拭

け
て
え
さ
を
与
え
℃
く
だ
さ

も
U
W

腕
制
ム
ネ
ズ
ミ
線
級
議
制
約
は
人

や
淡
淡
伊
川
大
都
品
骨
骨
嚇
閣
で
す
か

ら
取
り
数
い
に
‘
十
分
怯
協
議

。
税
の
共
関
門
総
務
会

所
得
税
の
議
定
申
告
岳
雷
、
綴

人
事
業
税
i

住
民
裁
の
乏
し
い

申
告
を
し
て
し
い
た
だ
く
た
あ
、

次
の
日
程
に
よ

F
共
同
開
制
部
柑
開
会

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
間
関
阿
部
薮

本
が
削
治
的
叫
し
ま
す
主
、
ム
ハ
e

双

メ
ー
ト
ル
の
古
都
議
と
、
一
縄
師
聞
に

一
・
五

0
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が

つ
く
と
と
に
な
れ
ツ
ま
す
リ

こ
の
踏
切
を
務
尽
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
方
々
に
は
、
な
に

か
主
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
}
ふ
事
完
成
ま
で

い
ま
し
ば
ら
く
ど
手
緩
‘
ど
協

力
を
お
脳
明
い
い
た
し
ま

ro

ペ〉

し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
礎
知
寵
の
帥
豆
、
ゑ

険
で
す
か
ら
4

一
溺
側
関
仙
弘
文
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
k
k

も
に
、
ふ
八
〈
附
州
心
人
〉
や
察
官
櫛

は
必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ

、。L
 

複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

総
隼
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人

は、

ζ

の
機
会
を
利
用
し
て
正

し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
o

v
E
時
一
一
月
十
七
日
午
後
ザ

品
吋
か
ら
1
一
時
ま
で

V
濃
部
川
役
場
一
一
際
大
会
議
滋

出
向
車
臨
夜
、
虫
議
附
謀

者
忘
れ
f
J
w
h
お
柏
村
ち
〈
叫
ん
さ

し

我
掛
子
駅
鶏
口

都
車
改
造
立
ち
入
り
調
査

整
然
と
し
た
中
心
事
海
地
に
計
闘

こ
号
事
祭
-vw酷
琳
祉
協
す
る
た
め

浴
時
胤
出
向
の
各
議
湘
附
盗
一
‘
総
数
の

稔

出

滋

長

室

ジ
フ
テ
リ
ア
告
を

検
問
以
お
よ
び
ジ
フ
テ
ザ
ア
録

制
閣
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

の
で
‘
設
当
者
は
お
受
け
く
だ

さ
い
.

。
該
当
者
今
年
小
学
校
入
学

お
よ
び
本
業
憎
ん
議

0
時
間
い
ず
れ
の
ん
議
も
午

後
一
一
砕
か
ら
冷
降
ま
で
で

ふ
p
uv針
鳳
職
務
検
後

也γ
淡

線

数

議

後
4

品
川
が
山
計
数

持
院
に
議
づ
き
針
乱
蹴
糊
摘
の
栴
品
開
制
後

遊
女
契
機
い
た
し
ま

?α

こ
め
検
査
は
計
品
説
法
に
よ
れ
ソ

酌
吋
は
ゴ
一
年
に
一
一
凶
実
施
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
満
作
拍

ヱ
場
、
病
院
、
学
校
等
で
計
量

器
を
取
引
き
ま
た
は
、
認
閥
的
に

夜間
mし
て
い
る
者
は
、
受
検
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

後
世
宜
的
日
時
、
場
所
に
つ
い

て
は
、
判
例
紘
脱
線
網
制
官
胤
災
以
炉
、
務

総
糊
附
滋
憾
に
ゆ
父
付
い
た
し
ま
し

@
育
児
制
相
談

今
n
A
の
判
円
増
料
相
相
談
は
次
の
門
打

線
明
、
行
な
い
ま
す
。

。一

.
R十
二
日
〈
氷
)
我
路
子

肘
吋
A
m
号
本
ハ
公
民
館
で
昭
和
問
十

開
門
年
七
月
生
れ
の
乳
川
市

。
二
丹
十
三
日
(
金
)
我
孫
子

附
門
中
央
公
民
怨
で
問
附
和
問
十

間
同
年
十
-n
月
中
お
れ
の
乳
児

。
体
吋
燃
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
村
か
ら
絞
午
、
午
後
一
時
か

ら
会
⑤
命
略
吋
ま
で

な
・
和
、
ぬ
同
子
治
ア
絞
殺
総
れ

γ

ど
扮
村
会
く
だ
さ
い
。
制
問
泳
、
常
叩

品
開
姉
崎
町
れ
の
中
々
は
命
以
内
n
w
h
行
な
い

ま
す
の
で
ど

γゑ
開
閉
い
ま
す
。

醐
腕
業
袋
綴
研
修
生
募
集

県
民
議
後
継
者
げ
か
農
業
技
術
を

修
得
す
る
た
め
、
一
カ
年
間
主

主
し
て
実
罰
百
を
農
業
試
設
場
で

行
な
う
制
離
掛
棋
が
為
ち
ま
す
。

受
付
備
期
燃
が
川
一
月
一
一
ト
・
八
羽

で
す
の
で
、
品
相
援
者
は
応
募
し

て
く
だ
さ
い
a

な
お
、
場
所
、

学
後
、
相
縄
出
制
緩
蛸
銅
線
務
総
に
つ

い
て
は
機
柊
渦
閥
次
潮
岬
ま
で
お
問

い
会
峻
く
だ
さ
い
の
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た
貯
円
か
ら
の
滋
州
知
世
附
(
総
剣
山
松

栄斑語尚一淡議抽出与え
)

y

h

よ
り
次
の

泰
昭
慣
を
ど
議
青
山
mv
う
み
ん
必
ず
受

持
釈
し
て
く
だ
さ
い
。

品
開
妥
当
お
は
次
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
計
霊
祭
(
増
お
も
り
又
は

分
相
靭
を
使
用
す
る
も
の
は
、

そ
れ
ら
を
一
也
捕
に
持
品
守
し
て

く
だ
さ
い
)

。
祉
制
愛
媛
短
期
検
査
事
後
綴

〈
樹
此
制
帰
後
交
湘
制
緩
滑
櫛
楠
慌
え
〉

ハ
〉
品
伏
常
旗
手
数
料
打
力
A
M
X
十

出
u
f何鶴間付制縦波〉

ハV

印叩掛鱒

対
か
ら
祭
出
花
さ
れ
た
抗
体
吋
に

時
間
内
符
‘
後
行
、
そ
の
抽
出
や
む
を

得
な
い
澄
心
掛
に
よ
れ
ツ
受
後
で
き

な
い
植
物
ム
日
山
林
、
必
ず
事
前
に
役

場
瑳
柊
1

品
同
工
議
に
逮
枠
組
し
も
そ

の
指
一
不
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
謀
総
に
つ
い
て
は
役

場
銭
林
漁
ヱ
ぶ
ま
で
お
問
い
合

せ
〈
だ
さ
い
。

総

額
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